ONKYO® 

9 チヤンネルアンプ 

PA-MC が 01 

取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラございまず。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただを、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所に保証書、 
オンキヨーごホ目談窓口 -修理窓口のご案内ととちに大切 
に保管してください。 


はじめに 


操作の概要 


接続について 


その他 







巧長 


■全チヤンネル200 W 60 
(20 Hz 〜20,000 Hz ) 

全高調波歪率〇.〇已％攻下 

■ THXTM Ultra ^ TM * 1 規格に準拠 

■再生周液数の広帯域化を図る WRAT (Wide 

レンジ アンブリファイアー テクノロジー 

Range Amplifier Technology ) 搭載 

■ 3段インバーテッドダーリントン回路を採用 

■ 卜□イダルタイプのトランスを採用した強力な電 
源回路 

■全てのチヤンネルに音質コンデンサを採用 

■ほインピーダンス設計の為に、銅バスプレートを 
採用 

■金メッキスピーカー端テ/ XLR 入力端子および賣 
諭削り出し金メッキ RCA 入力端テ採巧 

■大電流に対応した大型トランジスタを採用 

■銅宿厚 70 y の基板を採用し、大電流に対応、ほ 
インピーダンス化を実現 


■ 入力信号び無<、無操作の状態で一定時間経つ 
と、本機が自動のにスタンバイ状態に移行する、 
自動スタンバイ機能搭載 

■ AV コント□-ラーとの組み合わせにより、別室 
で異なるソースを楽しめるゾーン2/ゾーン3機能 
に対応* 2 

■ AV コント□-ラーとの 組み合わせにより、精度 
の高い高音域、ほ音域を実現ずるバイアンプ接続 
が巧能* 2 

■12 V トリガー入力端テ 

■アルミ製フ□ントパネル 

■着脱式電源コード 


IHX 

THX および THX □ゴは、 THX 社の商標または登録商標 
です。 

*2 お使いの AV コント□—ラーに巧をします。 
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接続をずる . 

スピーカーを 接続する.……. 
XLR 型出力端テと接続する 
RCA 型出力端子と接続する 
バイアンプ接続をする ........ 

マルチルーム接続をする.... 


接続について 



モノラルミニプラグ付ケーブル （1.8 m ) … （1) 

( 1 2V 卜 U ガー端子の接続に使用します。） 


特 R . 

付属品 . 

安全上のごま意 . 

使用上のごま意 . 

操作の概要 

呈頁慢化パ’イド 
前面パネルと後面パネル 

前面パネル . 

お面 y f 未 JI ノ 


困つたとをは . 19 

仕様 . 19 

修理についし . 最表 ife スピ—力—コ—ド用ラベル… （1) 


取扱説明書（本書）… （1) _ 

保証書… （1) _ 

オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案內… （1) 
ユーザー登録力ード… （1) 


目次 


付属品 


はじめに 


本機に！;(下の付属品び含まれているかどラかを確認してく 
ださい。 （） 内の数宇は個数を表します。 


その他 


X I ;国圈 P 国 

!|国圍! i! LL 国 


画 


操作の概要 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるわのでず。 

隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホンをご 
使巧になるのわ一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょラ。 
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安全上のごま意 

を全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変を険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごを意」を必ずお守0ください。 


r 警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたとをに生じることび想定される 
危険度や損害の程度によって、「警告」と「ま意」に区分 
して説明しています。 _ 

誤った使いかたをすると、火 
が-感電などによ0死 t、 また 
は重傷を負ラ可能性び想定され 
る内容です。 

誤った使いかたをすると、けび 
をしたり周辺の家財に損害を与 
える可能性び想定される内容で 
す。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごま意くださ 
し、」とし、ラ內容を表してい 
ます。 

A A 

高温ミち意感電ミち意 

S) 記号は「〜してはいけな 
しリといラ禁止の內容を表 
しています。 

(S) (D 

分解禁止城れ手禁止 

♦記号は r 必ずしてくださ 
し、」といラ強制内容を表し 
ています。 

® 〇 

電源プラグおずする 
をつンセン 
卜か5巧く 




故障したまま使用しない、異常が起きた 
5すぐに電源プラグを抜く 


® •煙び出ている、変なにおいや音びする 
•本機を落としてしまった 
.本機内部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用すると、乂 
電源プラグが•感電の原因となります。すぐに電源プラ 
を？ン直^グをコンセントから抜いて販売店に修理•点 
卜か<3损< 検を依頼してください。 


カパーははずさない、分解、改造しない 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 


本磯に水滴や液体び入った場合、火災•感電 
の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 
水場での•雨や雪などびかかるところで使用しなし、 
使用禁止.本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろラ 
そくなどを置かない 


本 

^ •! 



水濡れ禁止 


分解禁止 


乂災-感電の原因となります。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して 
ください。 


接続、設置に関ずるご注意 
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■通風孔をふさびない、放熱を細ずない 


0 本機には内部の温度上昇を防ぐた奴、ケース 
の上部や底部などに通風孔びあけてあ0ま 
す。通風孔をふさぐと内部に熱びこを0、火 
災ややけどの原因となることびあります。 
禁止 • 押し入れや本箱など通気性の悪い狭い巧に 

設置して使用しなし、 

(本機の天面、横か52日 cnU^ 上、背面か5 
1日 cm 政上のスペースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しなし、 

• 巧やテーブルク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置いて使巧しな 
し、 


電源コード-電源プラグに関ずるごま意 


■電源コードを傷つけない 

0 •電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードび本機の下敷にな5ないよラにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
•無理にねじったり、引っ張ったりしなし、 
禁止 . 熱器具などに近づけない、加熱しない 

電源コードび傷んだ5 (お線の露出•断線な 
ど）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災-感電の原因とな0 
ます。 

■電源プラグは定期的に掃除ずる 


〇 電源プラグにほこりなどびたまっていると、 
火災の原因とな0ます。電源プラグを抜い 
て、乾いた巧でほこりを取り除いて<ださ 
い。 

必ずする 
























使用上のご注意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 


0 火災-感電の原因となります。特にルさなお 
子様のいるご家庭ではごミち意 < ださし、。 

• 本機の通風孔から異物を入れない 
• 本機の上に通風孔に入日そラなかさな金属 
禁止 物を置かない 


■ 長時間音びひずんだ状態で使わない 


Q アンプ、スピーカーなどび発熱し、义がの原 
因となることびあ0ます。 

禁止 


■雷び鳴りだした6本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに触れない 


接触禁止 


感電の原因となります。 


■ 長時間大きな音で使用しない 

0 本機をご使用になる時は、音量を上げすざな 
いよラにごを意ください。ちを刺激するよラ 
な大音量で長期間続けて使用すると、聴力び 
大きく損なわれる恐れびあります。 

禁止 



接続、設置に関ずるご注意 


■不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

0 強度の足0ないぐ5ついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機び落下した0倒れたりして、けびの原因 
となることがあ0ます。 

禁止 


■本機の上に1 Ok 旨政上の重いちのやが枠か5はみ 
出るような大きなものを置かない 


0 バランスびくずれて倒れたり落下して、けび 
の原因となることびあ0ます。また、本機に 
乗ったりしないでください。 

禁止 


■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 

引つかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因となることびあります。 

ミ主意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■表示された電源電圧（交流100ボルト）で使用 
ずる 


〇 本機を使用でをるのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧政外で使用すると、火 
災-感電の原因となりまず。 

必ずする 


■電源コードを束ねた状態で使用しない 

_ 発熱し、火災の原因となることびあ0ます。 

Q 

禁止 


■電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張 S 
ない 


Q コードび傷つさ、火がや感電の原因となるこ 
とびあります。 

プラグを持って巧いて < ださし、。 

禁止 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 
か6巧< 


電源プラグ 
をつンセン 
卜か日巧ぐ 


絶縁勞化やろラ電などにより、火災の原因と 
なることびあります。 


己 










I めれた手で電源プラグを巧さ差ししない 

感電の原因になることびあります。 


獲) 

说れ手禁止 


I お手入れの際は電源プラグを巧く 

お手入れの隙は、安全のため電源プラグをコ 
ンセントから抜いてから行ってくださし、。 


電源プラグ 
をつンセン 
卜から损ぐ 


使用上のごを意 


A 


I 通風孔の温度上昇に注意 

本機の通風孔付近は放熱のため高温になるこ 
とびあります。 

電源び入っているとさや、電源を切った後し 
ば5くは通風孔付近にごま意ください。 

高温ま意 

■音量を上げずぎない 

0 •突然大さな音び出てスピーカーやヘッドホ 
ンを破損した0、聴力障害などの原因とな 
ることがあ0ます。 

•始めから音量を上げ過ざると、突然大さな 
禁止 音び出て耳を傷故ることびあります。音量 

はかしずつ上げてご使用ください。 


移動時のごま意 


I 移動時は電源プラグや接続コードをはずず 

コードび傷つを火災や感電の原因になりま 
す。 


電源プラグ 

穂含 S く 


■本機の上にちのを乗せたまま移動しない 

0 本磯の上に他の機器を乗せたまま移動しなし、 
で < ださし、。 

落下や転倒してけびの原因となります。 

禁止 

■持ち運びは2人攻上で巧ラ 

〇 本磯は非常に重いので、持ち運びは2人！;(上 
で行ってくださし、。 

必ずする 



■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりびたまったまま使用していると火災や故障の原因となることびあります。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■ 本機のお手入れについて 

>表面の巧れは、中性洗剤をラず彼た液に布を浸し、固く絞って巧さ取ったあと乾いた巧で H いてください。化学ぞラ 
をんなどをお使いになる場合は、それに添付のま意書をなどに従ってください。 

>シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装び落ちたり変形することびあります。 
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ほ用上のご注意 


本機をお使いになる前に、 r 安全上のごま意」 （4 〜6ペー 
ジ）とあわせて、下記のま意事項ちよくお読みください。 


通風について 


使用中、本機はかなり熱くなります。過度な温度上昇は、 
アンプの性能を損なラことがあ0ます。 

過度な温度上昇を防止するには、空気の流れを良くして、 
放熱をすることび大切です。 

ごを意 

• 本機を空気びこわりびちな狭いラックや、押し入れには 
入れないで < ださい。 

•本機を暖房機などの熱源から離して設置してください。 
•本機の上下に化の機器等を重ねて置かないでください。 

• 本機のカノには換気巧の通風孔びあり、内部の温度上 
昇を防ぐよラに設計されています。これ5の通風孔は絶 
対にふさびないでください。 

棚に収納する場合は、棚の背面の上下に換気口を開け、通 
風をよくするか、フアンを使って空気を循環させてくださ 
い。目安としては、音声信号入力待ちの状態にあるとさに 
本機の上部び熱すぎて触れることびでさなければ、換気を 
改善する必要びあ0ます。 


設置ずる場所と空間 


本機を設置する場所の床や、特に棚やラックに収納する場 
合は、重さに耐えラるだけの強度びあることを確認してか 
5設置してくださし、。 

本機の背面には、電源コードをはじめ、その他の接続ケー 
ブルのための適切な空間び必要です。これ5のコードや 
ケーブル類を無理に巧り曲げた0、力をかけたりせずにす 
ベてのケーブルを収納するには、1日センチートル]^ソ上 
の空間び必要です。 

本機をテレビやラジオの近くに設置しないでください。テ 
レビやラジオに雑音や映像の乱れび生じることびあ0ま 
す。 


お手入れ 


フ□ントパネル、 U アパネル、カバーは、柔らかい巧でか 
日ぶさしてください。汚れびひどいとさは、中性洗剤をラ 
すめた液に柔らかい巧を浸し、固く絞って巧れをふさ取っ 
たあと、乾いた布で仕上げをしてください。固い布や、シ 
ンナ ー、アルコール などは使用しないでください。傷び つ 
いたり、文字び消えた0することびあります。 

弓 I 火性または可燃性の洗剤わ使用しないでください。 

また、リアパネルの入出力端子のお手入れに、接点復活剤 
は使用しないでください。樹脂び祟化することびあ0ま 
す。 


その他 


次のことは絶対にしないでください。 

• 放送設備巧や楽器用のアンプとしては使用しないでくだ 
さい。 

•本機の電源として、発電機、 DC / AC コンバーター、 
AC / AC コンパーターやトランスを使わないでくださし、。 

• 入力端モまたは入カケーブルの先端を指で触れて、通電 
を確かめるよラなことは絶対にしないでください。感電 
の危険性だけでなく、スピーカーの故障の原因となりま 
す。 

• 出力端モどラしや、出力端子とリアノてネルをシヨートさ 
せないでください。 

•カノ く一を外さないでください。 

•ルさなモどをの手の届く所に設置しないでください。 


雷が鳴った！5 


電源プラグやカバー、また本機に接続している機器類に触 
れないで < ださい。 


電源コードについて 


付属の電源コードがは使用しないで<ださい。付属の量 
源コードは本機のために特別に設計されたちのですので、 
他の機器には使用しないでください。 

壁コンセント Ul 外のコンセントには接続しないでくださ 
い。 


接続ずる スピーカー について 


スピーカーはインピーダンスび40政上のわのを接続して 
ください。40未満のスピーカーを接続すると、アンプび 
故障することびあ0ます。 
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早見操作ガイド 


ここでは、接続と操作の流れを説明します。 

実隙に接続や操作をするとをは、次ぺージ似降の説明ち必 
ずお読みください。 

早見操作ガイドの內容は、ソース機器と AV コント□一 
ラー（プリアンプ）の接続など、システムの他の接続び完 
了している場合の手順です。 


7 AV コント□ーラーのボリュームを下げる 

電源を入れたとさ突然大をな音び出るのを防ぐため、 
音量は絞っておいてくださし、。 

2 スピーカーを本機に接続ずる 

スピーカーコードを使って接続しまず。 

各コードの極性 （+) / ( —）は正しく接続してくだ 
さい。接続を間違えると、定位感び損なわれた0、 
位相び逆になったりします。 

3 INPUT SELECT (入力切り換え）スイッチ 
で、 XLR コネクター （バランス入力端子）ま 
たは RCA コネクターを 選ぶ 

AV コント□ーラーと本機を接続するケーブルのタイ 
プに合わせて切り換えます。本機には鲁チャンネル 
ごとに XLR コネクターと RCA コネクターびあり、 
ケーブルのタイプや AV コント□ーラーの機能に応じ 
て切り換えることびでさます。 

ごを意 

• 本機の電源を入れた状態で INPUT SELECT スイッチ 
を切り換えないでください。 

4 AV コント□—ラーを本機に接続ずる 

手順3で還んだ入力方式に合わせて、 AV コント□一 
ラーの出力を本機の対応する入力端テに接続します。 

ごを意 

•をラー方の入力端テには何ち接続しないで < ださし、。 

5付属の電源コードを本機と壁コンセントに接続 
ずる 

プラグはしっか0奥まで差し込んでください。 

Q む ON / STANDBY ボタンを巧ず 

このスイッチを押すと、日 N インジケーターび白色に 
約已秒間点滅した媛、点好します。 

12V TRIGGER IN 端子にケーブルを接続している 
場合は、接続する機器の電源オン/オフに連動しま 
す。 

7 AV コント□ーラーのボリュームを徐々に上げ 
る 



•む ON/STANDBY ボタンを巧したあと、音び出るまで 
約]日秒かかります。その間はボ U ュームを上げないで 
ください。 


1；(降の操作については、 AV コント□ーラーおよび接続機 
器の取扱説明書をご覧くださし、。 
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前面パネルと後面パネル 


前面パネル 


© を 

>N】[YO 

OON'STAN 设 T 

〇 


①む ON/STANDBY ボタン 

本機の電源をオン/スタンバイします。 

ごま意 

一-*-*-_ 

• 本機の電源をスタンバイにしたあと、再度電源をオンに 
するときは、電源をスタンバイにして数秒];(上たってか 
5電源をオンにしてください。 

感 ON インジケーター 

本機の電源をオンにすると白色に約巳砂間点滅した後、 
点口します。このインジケーターび白く点口している 
時は、本機の電源び入った状態で演奏び可能です。 


ごま意 

•む ON / STANDBY ボタンを押して本機の電源をオンに 
しても、 ON インジケーターび点なしていない場合は、 

本機の電源コードび正しく接続されているか、あるいは 
ヒューズび切れていないか、お確かめください。それで 
わ点好しない場合は、電源を切り、電源コードを外して 
お買い上げ店またはオンキヨーオーディオコールセン 
ターへご連絡ください。 

•む ON / STANDBY ボタンを押しても電源び入5ない、 
または電源びすぐに切れる場合は、本機の保護回路び働 
いています。スピーカーコードびショートしたり本機の 
温度び上昇しすざると保護回路び働さますので、すぐに 
コンセントから電源コードを抜いてください。ずべての 
スピーカーコードと入カソースの接続を確認して異常び 
なければ、電源コードを巧いた状態で1時間待ちます。 
そのあと、電源コードを差し込んで、本機の電源を入れ 
てください。それでわなお電源び切れる場合は、電源 
コードを抜いて、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓 
□にご連絡ください。 



煙び出ている、変なにおいびする、異様な音びするな 
ど、少しでも異常を感じたら、すぐに電源プラグをコン 
セントから巧さ、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓 
□にご連絡くださし、。 
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後面パネル 


本機は目チャンネルの独立したパワーアンプで構成されており、各アンプはそれぞれの入力信号に対して、同じ音質と同 
じ性能を実現します。ご使巧の隙には、各チャンネルに音声信号を入力し、スピーカーを接続してください。 

ごを意 

• 電源コードは、化のずべての接続が格わるまで接続しないでください。 

•接続ずる機器に付属の取扱説明書ち必ずお読みください。 

•電源を入れた状態で入力端子または出力端子に接続ずることは絶巧におやめください。 

•電源を入れる前に、必ず AV コント□ーラー（プリアンプ）のボリュームを完全に絞ってください。 



① バランス入力端子 （XLR コネクター） 

バランス出力端テを持つ AV コント□ーラーを接続し 
ます。 


出力端子にケーブルを接続ずる 

ピンの位置を合わせてカチッと音びするまで端子を差し込 
みます。ケーブルを軽<引っ張0、完全に接続されている 
かどラか確認してください。 



GND 

COLD 

HOT 


グランド端子コネクター：シャーシ接地 
ピン配列は上記のとおりです。 （ AES 規格準拠） 

接続時は、 AV コント□ーラーの取扱説明書をご覧になり、 
出力端子のピン割り当てび本機に対応していることをご確 
認<ださし、。オンキヨー製 AV コント□ーラー 
PR - SC 已已〇白は対応してし、ます。 


#4 ^ 

出力端子か6ケープルをはずず 

コネクターのボタンを押しなびら、矢印の方向にケーブル 
を引っ張ります。 


PUSH 部分を押しなびら、引っ張る 



ごま意 

一-*-*-_ 


インフット セレクト 

•ノくランス接続にするときは、 INPUT SELECT スイツチ 
を上側（バランス入力端モ側）に切り換え、市販の XLR 
タイプのバランスケーブルを使って、 AV コント□一 
ラーと本機を接続します。 

• RCA 入力端子 （ RCA タイプ）には、何も接続しないで 
<ださい。 
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インプット セレクト 

® INPUT SELECT スィッチ 

各チャンネルの音青入力端子を選びます。 

上側に倒すと、ノ（ランス入力び選択されます。 

下側に倒すと、 RCA 入力び選択されます。 

ごま意 

•電源を入れた状態では、入力を切0換えないで<ださし、。 
•選択していないちの入力端子には、何ち接続していなし、 
ことをお確かめください。 

( D アンバランス入力端子 （ RCA タイプ） 

AV コント□—ラーの RCA 出力端子 （RCA タイプ）と 
接続します。 


RCA タイプ 

— ii niiiD- 


ご注意 

•この接続をするとをは、 INPUT SELECT スイッチを下 
側 （RCA 入力端子側）に切0換え、市販のオーディオ巧 
ピンコードを使って、 AV コント□-ラーと本機を接続 
します。 

•バランス入力端テには、何ち接続しないでください。 

@ OUTPUT 端子（スピーカー出力） 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ち 
サラウンドスピーカー、左ちサラウンドバックスピー 
カー、左ちフ□ント八イ/ワイドスピーカーを接続す 
る端子です。 

FRONT スピーカー端子と FRONT HIGH/WIDE ス 

ピーカー端テには、それぞれフ□ントスピーカーとフ 
□ント八イ/ワイドスピーカーを接続できます。また、 
バイアンプ接続に対応したスピーカーを接続し、低音 
域と高音域の音質を向上させることわでをます。「バ 
イアンプ接続をする」をご覧ください（今 P.1 巨）。 


© SPEAKER IMPEDANCE スイッチ 

スピーカーのインピーダンスを選びます。 

4n :スピーカーのインピーダンスび40政上、目 n 未 
満の場合に選びます。 

en : スピーカーの イン ピー ダンスび 目〜 1 目 0 の場合 
に選びます。 

© AUTO STANDBY スイッチ 

自動スタンバイ機能びオンのとき、入力信号びない状 
態で本機を3時間操作しないでいると、自動的にスタ 
ンバイ状態に移行します。この場合、本機に信号を入 
力してわ、電源は自動的に入りません。再び本体の電 

源を入れるには、 60 N/STANDBY ボタンを巧して 
<ださい。 

本機後面パネルの AUTO STANDBY スイッチで、 
機能のオン/オフを設定することびで走ます。 
初期設定：オフ 


ごま意 

• ]2V 卜 U ガー接続で本機をご使用のとさは、自動電源才 
フ機能は働をません。 

•自動電源オフ機能によってスタンバイ状態に移行する 
1日砂前か5、本機の日 N インジケーターび点滅します。 

• ソースによっては、再生中にスタンバイ状態に移行する 
ことびあります。 


® 12V TRIGGER IN 端子 

他機の 12V 卜 U ガー出力端子と接続し、本機をコント 
□ールします。接続した他機の電源オン/スタンバイ 
に連動して本機の電源をオン/スタンバイします。 
付属の3.已 mm モノラルケーブルを使って、イ也機の 
12V 卜 U ガー出力端子と接続します（市販のケーブル 
をご利用いただけます)。 

3.已 mm モノラルケーブルの先端の極性は下記のとお 
りです。 

— + 

- 广 一、已〜 12 V 、 

- ^^先端の極性：+ 

(D ACINLET (AC 電源入力） コネクター 

付属の電源コードを本機の AC INLET コネクターに接 
続してか5、壁コンセントに接続します。 


電源コード 



•壁コンセントがのコンセントには接続しないでくださ 
い。 

• 付属の電源コードは、本機!^:^がの機器には使巧しないで 
<ださい。 

•電源コードは、壁コンセントに接続した状態で本機の 
AC INLET コネクターから抜かないでください。感電す 
る恐れびあります。電源コードは、接続時には最後に壁 
コンセントに接続し、损くとさは最初に壁コンセントか 
ら损いてください。 

• 本機の電源コード政がの、すべての接続び完了している 
ことを確認してください。 

• 本機の電源を入れると、瞬間的に大さな電流び流れてコ 
ンピューターなどの機器の動作に影響することびありま 
ず。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコン 
セントに接続ずるよラにしてください。 














接続をする 



ス ピーカーを 接続ずる 


まずお手持ちのスピーカーを配置してください。次に本機 
との接続をします。スピーカーの取扱説明書をご覧になり 
なびら、正しい配置と接続をしてください。 

サラウンド再生には、スピーカーシステムの構成内容と配 
置を対応したわのにする必要びあります。 

また、接続するスピーカーの許容入力びルさいとをは、大 
音量は出せません。過大入力により、スピーカーび壊れる 
ことびおります。 

ご注意 

•スピーカーの接続び完了後、 AV コント□ーラーの電源 
を入れ出カチヤンネルを設定してください。 

スピーカーコー ド用ラベルを取り付ける 


スピーカー端子のプラス （+) 端テはすべてホ色です（マ 
イナス（一）端子はすべて黒色です)。 


スピーカー 

色 

左フ□ント 

白 

ちフ□ント 

赤 

センター 

緑 

左サラウンド 

青 

ちサラウンド 

グレー 

左サラウンドバック 

茶 

ちサラウンドバック 

ベージュ 

左フ□ント八イ、左フ□ントワイド 

白 

ちフ□ント八イ、ちフ□ントワイド 

赤 


付属のスピーカーコード用ラベルち色分けされています。 
上記の表を参照して、各スピーカーコードのプラス （+) 
側に取り付けてください。ラベルと同じ色のスピーカー端 
子にケーブルを接続するだけで、スピーカー接続を行ラこ 
とびで走ます。 

0 W ク ^ 0 

パナナプラグのご使用について 

スピーカー端テをしっかり締めてから、バナナプラグを挿 
入してください。 

スピーカーコードの芯線を、スピーカー端子のバナナプラ 
グ用の巧に直接挿入しないでください。 


スピーカー接続時のま意事項 

LU 下の注意事項をお読みいただいてから、スピーカーを接 
続してください。 

•本機には、インピーダンスび4〜1目才ームのスピーカー 
を接続してください。インピーダンスび4才ーム政上目 
オーム 未満のスピーカーを 1 台でわ接続するとさは、必 

ずに PEAKER IMPEDANCE スイッチ」を「40」 

P .11) に設定してください。ルさいインピーダンス 
のスピーカーをお使いの場合、アンプのボリュームを長 
時間に渡って大音量に設定して使用すると、内蔵されて 
いる保護回路び作動する場合びあります。 

•接続は電源コードをコンセントから损いて行ってくださ 
い。 

• スピーカーに添付の取扱説明書をご覧くださし、。 

•必ず、プラス （+) 端子はプラス （+) 端子と、マイナ 
ス（一）端子はマイナス（一）端テと接続するよラにし 
てください。間違って接続すると、逆位相にな0再生音 
び不自然にな0ます。 

•スピーカーコードび、必要政上に長かったり細かったり 
すると、音質に影響を与えることがあ0ます。そのよラ 
なコードは使用しないでくださし、。 

•4 または己台のスピーカーで使用する場合、左ちヴラウ 

ンドスピーカーを SURROUND スピーカー端テに接続 

してください 。 SURR BACK スピーカー端モまたは 

FRONT HIGH / WIDE スピーカー端子には接続しなし、 
で < ださい。 

• プラスのコードとマイナスのコードを ショー トさせない 
でください。故障の原因になります。 

• コードの金属芯を本機の後面パネルと接触させないでく 
ださい。故障の原因にな0ます。 



• スピーカー端テに2本政上のコードを接続しないでくだ 
さい。故障の原因になります。 

• 1台のスピーカーを複数の端子に接続しないでください。 
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7 スピーカーコー ドの被覆を 
先端か512〜 15 mm 剥 
き、芯線をしっかりよじる 


2 スピーカー 端子をゆるめる 


12〜1已 mm 




3 芯線を完全に挿入ずる 

4 スピーカー 端子をしっかり締める 




各スピーカーは下図のように接続します。サラウンドバックスピーカーを1台しか使用しない場含は 、 SURR BACKL 
端子に接続してください。 

ごま意 
一-*-*-_ 

• フ□ント八イまたはフ□ントワイドスピーカーを使用する場合は、 AV コント□ーラーの電源を入れ使用するスピー 
カーの設定をしてください。 

詳しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 


本機 
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XLR 型出力端子と接続ずる 


下図は、別売のオンキヨー製 AV コント□ーラー PR - SC 日日日日と本機の接続例です。 
詳しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

ごを意 

•バランス入力端子をご使用になる場合は、 RCA 入力端テには接続しないでください。 
•バランスケーブルは、広びらないよラにしてください。ノイズび入る原因になります。 


本機 



AV コント□— ラー I 

f \ P\ 



不微万'己 


ふ ◎ 
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RCA 型出力端子と接続ずる 


下図は、別売のオンキヨー製 AV コント□ーラー PR - SC 己已日目と本機の接続例です。 

詳しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

ご注意 

• RCA 入力端子をご使用になる場合は、バランス入力端テには接続しないでください。 

•ピンコードは広び5ないよラにしてください。ノイズび入る原因になります。 

•プラグをしっかりと奧まで差し込んでください（差し込みび不完全な場を、ノイズまたは故障の原因になります)。 
•音声ケーブル、ビデオケーブルを電源コード、スピーカーケーブルに近づけないでください。八ムや雑音の原因になり 
ます。 


本機 































































































































































































バイアンプ接続をする 


フ□ント フ□ント /V イ ワイド 

FRONT スピーカー端子と FRONT HIGH / WIDE スピーカー端テには、それぞれフ□ントスピーカーとフ□ント八イ/ワ 
イドスピーカーを接続でさます。また、バイアンプ接続に対応したスピーカーを接続し、低音域と高音域の音質を向上さ 
せることわでをます。 

ごま意 
.一 

•お使いの AV コント□-ラーびバイアンプ接続に対応しているか確認してくださし、。 

•バイアンプ接続をする場合は、方インルームは最大7チャンネル再生にな0ます。 

•バイアンプ接続をする場合は、フ□ント八イ/ワイドスピーカーは使用でをません。 

•バイアンプ接続の場合は、 FRONT スピーカー出力端子にフ□ントスピーカーのウーファー（低音）端子を接続し、 
FRONT HIGH / WIDE スピーカー出力端子にフ□ントスピーカーのツイーター（高音）端子を接続します。 

•バイアンプ接続び完了したら、 AV コント□—ラーの電源を入れ、バイアンプの設定をしてください。詳細については、 
接続した機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• RCA 接続によるバイアンプ接続もでをます。 

重要 

•バイアンプ接続ずる場合、スピーカーのツイー ター （高音）端子とスピーカーのウーファー（倍音）端子をつなぐ、 
ショート金具を必ず取り外してください。 

•バイアンプ接続に対応するスピーカーのみ使用可能でず。詳しくはスピーカーの取扱説明書をご覽ください。 


AV コントローラー 
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マルチルーム接続をずる 


本機では3つのスピーカーシステムを使用でをまず ーメインルームでヴラウンド再生、別室（ゾーン 2) でステレオ再生、 
別室（ゾーン 3) でステレオ再生。この例は、 AV コント□—ラー PR - SC 日已日目と本機を使用した図で説明しています。 
詳しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

ごま意 

• お使いの AV コント□ーラーびマルチゾーンの機能びあるか確認してください。 

•マルチゾーン接続び完了したら、 AV コント□ーラーの電源を入れ、マルチゾーンの設定をしてください。 

•お使いの AV コント□ーラーびマルチルームのバランス出力の機能びある場合、本機にバランス入力することわできま 
す。 


■接続1 

メインルーム： 己チャンネルまでのサラウンド再生び巧能です。 

ゾーン2 : 2チャンネルステレオ再生び巧能です。ゾーン2ではビデオ再生ち巧能です。 
ゾーン3 : 2チャンネルステレオ再生び巧能です。 

































































































































































































































■接続 2 

メインルーム： 7チヤンネルまでのサラウンド再生び可能です。 

ゾーン吕： 2チャンネルステレオ再生び巧能でず。ゾーン2ではビデオ巧生ち可能です。 
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困つたとをは 


まず次のよラなチェックをして<ださい。接続した他機に 
原因びある場合ちあります。他機の取扱説明書わ参照しな 
び5あわせてご確認ください。 

これらの処置をしたり他機の取扱説明書で点検しても正常 
に動作しないとさは、電源コードをコンセントから抜さ、 
お買い上げ店、またはオンキヨーオーディオコールセン 
夕一までご連絡ください。 

■電源が入6ない 

• 電源コードび本機の AC INLET コネクターに 
正しく接続されていない。 

一電源コードを AC INLET コネクターに正し 
く接続して < ださし、。 

■電源は入るが音がでない 

•接続び誤っている。 

ース ピーカーケーブルの接続を確認してくだ 
さい。 

->プラグをピンジャツクにしっかりと挿入し 
て < ださい。 

•AV コント□—ラーか5の信号び来ない。 

一 AV コント□ーラーか5の入力信号を確認 

して < ださい。 _ 

•入力切り換え （INPUT SELECT ) スイッ 

チび誤った位置にある。 

一入力切り換え （INPUT SELECT ) ス 

イッチを正しい位置に切0換えてください。 

■電源が切れ、再度電源を入れてもまた切れる 

保護回路が動作しています。すぐにコンセ 
ントから電源コードを抜いてください。す 
ベてのスピーカーコードと入カソースの接 
続を確認して異常びなければ、電源コード 
を损いた状態で1時間待ちます。 

そのあと、電源コードを差し込んで、本機 
の電源を入れてください。 

それでちなお電源び切れる場合は、電源 
コードを损いて、お買い上げ店またはオン 
キヨー修理窓□にご連絡くださし、。 


• 電源コードや電源トランスから発する雑音び 
入カケープルに入って雑音びでる。 

^電源コードや電源トランスを入カケーブル 
と離して < ださい。 

• ピンコードと電源コードやスピーカーケーブ 
ルを一緒に束ねている。 

一 J V ムや雑音の原因となることびあ 0 ますの 
で、束ねないよラにごま意ください。 

• 入力端テとの接続び不完全または不適切で 
す。 

各チヤンネルの入力端子には、バランス入 
力端子か RCA 入力端子のどちらか使用する 
ほうのみを接続し 、 INPUT SELECT ス 

イッチをそち5へ切り換えてください。 


仕様 


アンプ（音芦）部 


定格出力 全てのチャンネル 

200W (60、全高調波歪率0.08% 
]ch 駆動時、 

2白 Hz 〜 20kHz、JEtTA) 

実用最大出力 全チャンネル 

28日 W (60、 1kHz、Ich 駆動時、 

J 曰 TA) 

ダイナミックパワー‘ 

‘ 1EC- 60268 -short-term maximum output power. 

4 日日 W (30. フ□ント） 

300 W (40、フ□ント） 

180W (80. フ□ント） 

総合ひずみ率 0.日已％ 

(2 日 Hz 〜 20kHz ノ、ーフノ の一) 

ダンピングファクター 

60 (Front、IkHz、8Q) 

入力感度/インピーダンス 

IV. 47k0 (アンバランス） 

2V、22k0 (バランス） 

周波数特性 日 Hz 〜10日 kHzAM dB、 

-3dB (アンバランス） 

SN 比 110服〔アンバランス、 IHF-A) 

スピーカー 適応 インピーダンス 

40-160 

総合 


煙び出ている、変なにおいびする、 

異様な音びするな 

ど、かしでを異常を感じたら、すぐに電源プラグをコン 

セントか5抜さ、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓 

□にご連絡ください。 



電源-電圧 
消費電力 
無音時消費電力 
待機時電力 
最大外お寸法 

質量 

■音声入力 


AC 100 V 、 巳 0/60 HZ 
80日 W 
7已 W 
0.1 W 

43已〔幅） XI 目8.已〔高さ ）X 
44日.已（奥巧） mm 

22.2k 邑 


■ PR - SC 已已日9と接続してし、るとき、本機の 12 V 
トリガー機能び連動しない 

• 1 2V 卜 U ガー端テとの接続び誤っている。 
ケーブルの接続び不完全だと連動しませ 
ん。正しく接続してください。 

■八ム、その他の雑音が入る 

• 入カケーブルの接続び誤っている。 

一入カケーブルをピンジャックやコネクター 
にしっかり挿入してください。 


バランス入力 白 

アンバランス入力 白 

■スピーカー出力 

左ちフ□ント、センター、左ちサラウンド、 

左ちサラウンドバック、 

左ちフ□ント八イ/フ□ントワイド 

■コント□ール端子 
12V トリガー入力 1 

仕様およびが観は予告なく変更することびあ0ます。 
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修理にごいて 


■巧証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの隙にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、大切に 
保管してください。 

保記期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

■調子び悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいただき、お調べく 
ださい。本機政外の原因わ考えられます。ご使巧の他の 
オーディオ製品をあわせてお調べください。それでをなお 
異常のあると走は、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されると走は、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご 
案内」記載のオンキヨー修理窓□までお知5せください。 

おを前 
お電話番号 
ご住所 

製品を [ PA - MC 5501 I 
でさるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案 
内」をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。詳細は保証書をご賣ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはオンキヨー修理窓□へご相談くださ 
い。修理によって機能び維持でさる場合はお客様のご要望 
によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後8年間保有して 
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。保有期間経過後でち、故障箇所によって 
は修理可能の場合びあ0ますのでお買い上げ店、または 
オンキヨー修理窓口へご相談 < ださし、。 


ご購入されたとをにご記入くださし、。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel . ( _ ) 

メモ： 


ONKYO 

オンキヨーサウンド&ビジョン株式会社 

〒已 72-8 已40大阪府寝屋川市日新町 2-1 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先： 

オンキヨーオーディオコールセンター 
〇 050-3161 -吕已已已（受イ寸日寺 P 司10： 00〜 18:00) 

(±•曰•祝曰•製社の定める休業曰を除をます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http :// wwwJp . onkyo . com / support / 


SN 29400878 

(C) Copyright 2011 ONKYO SOUND & VISION CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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